
堆肥（熟成中）生産 放射性物質濃度測定

堆肥販売 10月から再開!!
　堆肥化事業につきましては、福島第一原発事故に伴う放射能汚染の影響により、平成23年7月から原料であるせん定枝・刈り草の
受入れを中止し、同年11月からは堆肥の販売を中止しておりました。その後、公共施設で発生したせん定枝・刈り草を試験的に受け
入れ、放射性物質濃度を調査し、堆肥の生産・販売の早期再開にむけて、検討をしてまいりました。
　せん定枝・刈り草の放射性物質濃度は時間の経過により低下しており、堆肥の生産・販売ができる国の基準値を大きく下回ってき
たことから、本年4月から堆肥の生産を開始し、10月から販売を再開いたします。
　また、現在中止しているせん定枝・刈り草の個人搬入等につきましても、10月から再開する予定です。

●放射性物質濃度の測定は、枝草集積時と製造完了時に外部検査機関で行います。
●販売する堆肥の放射性物質濃度基準は、100ベクレル／キログラム以下とします。
　（一般的な食品の規制と同じ）
●当面は生産量が限定されるため、購入は1人あたり100キログラムまでとします。
●堆肥の放射性物質濃度の測定値は、販売所及びホームページで随時公表いたします。

再開にあたり、生産・販売の基準は次のとおりです。

再開における生産・販売の流れ

枝・草処理状況 堆肥の販売

●堆肥化の工程

　当組合では、一般廃棄物（ごみやし尿）の処理を行っています
が、併せて、ごみの減量（リデュース、リユース、リサイクル）に
積極的に取り組んでいます。
　平成11年度より、燃えるごみの減量（リデュース）とごみの
再資源化（リサイクル）を目的に、それまで焼却処理をしていた
せん定枝・刈り草を堆肥化しています。生産された堆肥は10キ
ログラム当たり100円で販売し、広く利用されています。
　その堆肥化の工程は右図のようになっています。

なぜ、東埼玉資源環境組合では
堆肥化事業を行っているか、
皆さんご存知ですか。

販売日、販売量等の詳細については、組合ホームページ及び広報リユース10月号等でお知らせいたします。

【問合せ】資源リサイクル課 ☎048-966-0124

・平成25年度ごみ処理状況…………2
・6月組合議会報告 ………………………2
・エコスクール八潮市立潮止小学校 ……3
・施設見学に関するお知らせ ………3
・第二工場ごみ処理施設建設工事進捗……3
・夏休み親子スクール参加者募集……4
・オリジナルエコバッグ販売中……4
・こしがや田んぼアート2014……4
・放射性物質濃度測定結果……………4

●第二工場　 〒340－0001  草加市柿木町107番地1　建設準備室：☎048－936－1251　　FAX.048－931－5206

●第一工場　 〒343－0011  越谷市増林三丁目2番地1
                  FAX.048－965－6569

計画課：☎048－966－0121   資源エネルギー課：☎048－966－0123
総務課：☎048－966－0122   資源リサイクル課：☎048－966－0124

●ホームページ　http://www.reuse.or.jp/（PCサイトのみ）●発  行 東埼玉資源環境組合     ●編  集 計画課
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平
成
25
年
度
の
搬
入
状
況

組
合
に
搬
入
さ
れ
る
可
燃
ご
み
に

は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
（
家

庭
系
ご
み
）
と
商
店
や
事
業
所
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
（
事
業
系
ご

み
）
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
管
内
５
市
１
町

か
ら
組
合
に
搬
入
さ
れ
た
可
燃
ご

み
量
は
、
家
庭
系
ご
み
が
１
７
６
，

０
５
９
ト
ン
、
事
業
系
ご
み
が

６
８
，９
３
１
ト
ン
で
合
わ
せ
て

２
４
４
，９
９
０
ト
ン
あ
り
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
（
２
４
４
，０
９
３
ト

ン
）
と
比
較
す
る
と
、８
９
７
ト
ン
、

０
・
37
％
増
量
し
ま
し
た
。〈
図
1
〉

一
人
一
日
あ
た
り
の　
　
　

　
　
　
　
　

ご
み
排
出
量

家
庭
系
ご
み
だ
け
で
見
ま
す
と
、

住
民
一
人
一
日
あ
た
り
の
搬
出
量
は

５
３
７
グ
ラ
ム
で
、
平
成
24
年
度
の

５
４
７
グ
ラ
ム
に
比
べ
て
10
グ
ラ
ム

減
少
し
て
い
ま
す
。
排
出
量
は
、
平

成
15
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
こ
こ

　

平
成
26
年
6
月
東
埼
玉
資
源
環
境

組
合
議
会
定
例
会
が
、
6
月
26
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
管
理
者
か
ら
議
案

の
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
一
般
質
問
の
内
容
】

１
．
財
政
計
画
２
０
１
３
に
予
定
さ

れ
て
い
る
主
要
事
業
の
内
容
と
財
政

に
つ
い
て

　

⑴
新
第
二
工
場
の
建
設

　

⑵
第
一
工
場
の
基
幹
改
修

　

⑶
し
尿
処
理
施
設
の
建
替

　

⑷
最
終
処
分
場

　

⑸
第
一
工
場
の
将
来
計
画
に
つ
い

て

６
月
組
合
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た

平
成
25
年
度
の
ご
み
搬
入
量
と
処
理
状
況

し
た
。
ま
た
、
埋
立
率
は
、
ス
ラ
グ

の
見
か
け
比
重
を
１
・
５
と
し
て
算

出
し
た
場
合
、
埋
立
容
量
１
７
０
，

０
０
０
㎥
の
う
ち
37
・
９
％
と
な
り

ま
す
。〈
図
5
〉

お
わ
り
に

ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
に
つ
い

て
の
問
題
は
、
住
民
・
事
業
者
・
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け

ま
す
。

〈
図
4
〉

埋
立
量

平
成
25
年
度
の
埋
立
量
は
、
８
，

２
６
５
ト
ン
で
平
成
24
年
度
の
７
，

７
７
４
ト
ン
と
比
べ
４
９
１
ト
ン

増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
14
年
度

の
使
用
開
始
か
ら
の
累
積
埋
立
量

は
、
９
６
，６
０
６
ト
ン
と
な
り
ま

る
こ
と
が
で
き
る
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
新
聞
紙
な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
ビ
ン
や
缶
な
ど
の
不

燃
物
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
構
成
す
る
５
市
１
町
と
協

働
で
分
別
に
よ
る
資
源
物
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

み
減
量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。〈
図
3
〉

ご
み
焼
却
量
の
推
移

平
成
25
年
度
の
ご
み
焼
却
量
は
、

２
５
４
，０
２
６
ト
ン
で
、
平
成
24

年
度
に
比
べ
て
５
０
５
ト
ン
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
第
一
工
場
の
焼
却
施

設
は
、
運
転
開
始
か
ら
19
年
目
と
な

り
、
非
常
に
高
い
稼
働
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
焼
却
炉
の
点

検
を
実
施
し
て
、
設
備
の
更
新
や
部

品
の
取
替
え
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

経
年
劣
化
は
否
め
な
い
現
状
で
す
。

安
全
で
安
定
的
な
焼
却
処
理
を
進
め

る
た
め
に
、
管
内
住
民
及
び
事
業
所

な
ど
の
方
々
に
は
組
合
に
搬
入
す
る

ご
み
減
量
化
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

数
年
は
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
皆
さ
ん
の
ご
み

減
量
に
対
す
る
取
組
の
成
果
に
よ
る

も
の
で
す
。

な
お
、
事
業
系
ご
み
を
含
め
た
平

成
25
年
度
の
一
人
一
日
あ
た
り
の
排

出
量
は
、
７
４
７
グ
ラ
ム
で
す
。

平
成
24
年
度
の
７
４
９
グ
ラ
ム
と
比

較
し
て
、
2
グ
ラ
ム
減
少
し
て
い
ま

す
。〈
図
2
〉

ご
み
組
成
調
査

組
合
で
は
、
搬
入
さ
れ
る
ご
み
の
組

成
調
査
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ご
み
の
種
類
や
量
な
ど

の
割
合
を
把
握
す
る
ほ
か
、
燃
え
な

い
ご
み
や
資
源
物
の
混
入
量
を
調
べ
て

構
成
市
町
に
報
告
し
、
ご
み
減
量
化
・

資
源
化
対
策
の
資
料
と
し
て
役
立
て

て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
調
査
結
果
で
は
、

紙
・
布
類
が
全
体
の
24
・
３
％
を
占

め
、台
所
か
ら
出
た
生
ご
み
類
（
ち
ゅ

う
芥
類
）
は
22
・
８
％
あ
り
ま
し

た
。
資
源
物
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す

　東埼玉資源環境組合では、組合が保有する行政情報についての知る権利を尊重し、
組合構成市町の住民の皆さんが必要とする情報を積極的に提供することにより、組合
に対する理解と信頼を深め、住民参加の推進並びに公正な組合運営の確保に寄与する
ことを目的として情報公開条例を定めています。
　平成 25 年度は、情報公開請求がありませんでした。なお、組合の運営状況について
は、随時、最新情報をホームページ等に掲載しておりますのでご覧ください。
問合せ：総務課情報公開担当　☎０４８−９６６−０１２２

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
問

題
意
識
や
情
報
を
共
有
し
、
互
い
に

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
力
し
あ
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

組
合
で
は「
環
境
と
情
報
」を
テ
ー

マ
に
、
こ
れ
か
ら
も
構
成
市
町
の
イ

ベ
ン
ト
参
加
や
広
報
リ
ユ
ー
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て
ご

み
減
量
化
・
資
源
化
の
啓
発
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

情報公開制度実施状況についてお知らせします
平成25年度

ごみ搬入量の推移〈図1〉
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1日1人あたりのごみ排出量〈図2〉
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平成25年度  ごみ組成調査の結果〈図3〉
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ごみ焼却量の推移〈図4〉
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紙・布類の
約 6割は
リサイクル
できる
ごみです。

東埼玉資源環境組合

組合に関する情報をホームページで公開しています。http://www.reuse.or.jp/
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「
ふ
れ
あ
い
の
池
・
ほ
っ
た
ろ

う
」
で
環
境
活
動

「
ほ
っ
た
ろ
う
」
は
、
本
校
の
学

校
ビ
オ
ト
ー
プ
で
、
児
童
は
身
近
に

四
季
を
感
じ
な
が
ら
植
物
や
虫
な
ど

を
観
察
し
て
い
ま
す
。
３
年
前
ま
で

枯
れ
て
い
た
池
は
、
保
護
者
・
地
域

の
方
々
の
協
力
で
見
事
復
活
。
栽
培

や
飼
育
委
員
会
児
童
の
努
力
で
、
水

辺
活
動
や
環
境
学
習
が
で
き
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
環
境
維
持
・
向
上
の
取
組

を
進
め
、目
指
す
は
「
ホ
タ
ル
の
里
」

づ
く
り
で
す
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
＆
節
電

の
取
組

学
校
緑
化
＆
エ
コ
教
育
と
し
て
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
ミ
ニ
メ
ロ
ン
、
今
年

度
は
ゴ
ー
ヤ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

日
差
し
を
遮
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
で
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
も
地
球

に
や
さ
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
後
、
全

校
で
節
電
の
取
組
を
継
続
し
て
い
ま

す
。「
電
灯
は
こ
ま
め
に
消
す
」「
使

わ
な
い
電
気
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
は

抜
く
」
な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
誰

で
も
で
き
る
エ
コ
活
動
を
継
続
し
、

児
童
に
も
エ
コ
の
意
識
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。リ

サ
イ
ク
ル
で
ご
み
減
量

①
牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

給
食
委
員
会
の
児
童
が
中
心
と
な

り
、
給
食
の
牛
乳
パ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
市
内

全
小
中
学
校
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
本
校
で
も
全
学
級
で
飲
み
終

わ
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
を
開
き
、
籠
に

入
れ
て
洗
浄
・
乾
燥
さ
せ
て
回
収
し

て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
牛
乳
パ
ッ

ク
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
変
身

し
て
児
童
の
も
と
に
還
っ
て
き
ま
す
。

児
童
は
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

目
に
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
リ
サ
イ

ク
ル
へ
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

②
資
源
ご
み
（
紙
）
の
リ
サ
イ
ク
ル

「
地
球
に
や
さ
し
い
潮
止
小
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
資
源
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
全
学
級
・
全
校
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
各
教
室
に
リ
サ

イ
ク
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を
設
置
し
、
紙
ご
み

を
回
収
し
て
い
ま
す
。
教
室
の
ゴ
ミ

減
量
に
も
な
り
、
一
石
二
鳥
の
取
組

と
な
っ
て
い
ま
す
。
集
ま
っ
た
資
源

ご
み
は
、
束
ね
て
校
内
の
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
保
管
し
、
業
者

へ
と
渡
さ
れ
ま
す
。

③�

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
や
使
用
済

み
乾
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
も
い
た
だ
き
、
プ

リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
乾
電
池
も
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
校
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
へ
の
参
加

本
校
で
は
、
学
区
内
の
県
立
八
潮

南
高
校
と
協
力
し
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ

運
動
（
８
６
０
個
で
ワ
ク
チ
ン
一
人

分
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
と
お
し
て
、
エ
コ
だ

け
で
な
く
福
祉
活
動
へ
の
意
識
も
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
年
は
６
月
に
７
４
９
２
個
の

キ
ャ
ッ
プ
を
八
潮
南
高
校
生
徒
会
へ

贈
呈
し
ま
し
た
。

平成 26 年 5月 31日（土）・6月 1日（日）に草加市立勤労福祉会館に
おいて「安心してくらすために！」をテーマに、第 46回草加市消費生活
展が草加市と草加市消費生活展実行委員会の主催のもと開催されました。
5月 31日（土）にリフォームファッションショーや小児科医寺澤政彦

氏による記念講演会などがありました。6月 1日（日）には消費者団体
や関係団体の展示やフ
リーマーケットなどがあ
り、多くの方々が来場さ
れました。当組合も参加
し、ごみの減量化を訴え
るとともに、新聞紙で作っ
たリサイクルバッグと古
紙100％のトイレットペー
パーの配布などを行いま
した。

　

八
潮
市
立
潮
止
小
学
校
（
矢
部
知
之
校
長
、
児
童
数
６
５
５
人
）

は
、
市
の
東
部
に
位
置
し
、
中
川
を
挟
ん
で
三
郷
市
と
接
し
て
い
ま

す
。
本
校
は
、
全
児
童
が
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
に
登
録
し
、
サ
ポ
ー

タ
ー
の
児
童
を
中
心
に
「
地
球
に
い
い
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
環

境
保
全
や
維
持
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

来
年
度
に
は
学
区
内
の
中
川
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に「
水
辺
の
楽
校
」

も
開
校
し
、
ま
す
ま
す
自
然
体
験
や
環
境
学
習
の
充
実
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

八
潮
市
立
潮
止
小
学
校

エコ　  スクール

第一工場内の空調設備工事に伴い、施設見学コー
スにおいて７月から来年 2月末まで一部見学でき
ないところがあります。施設を見学される方にはご
迷惑をおかけいたしますが、ご理解をお願いいたし
ます。

施設見学に関する お 知 ら せ

草加市消費生活展に参加しました

４月３０日に杭工事が完了し、現在ごみピット等の地下掘削
工事を行いながら基礎コンクリート工事などを順次進めていき
ます。
今後も細心の注意を払いながら、安全に工事を施工してまい

りますので、ご理解とご協力をお願いいたします。
問合せ　建設準備室　☎０４８−９３６−１２５１

第二工場ごみ処理施設建設工事の進捗状況

「
地
球
に
い
い
こ
と
」

　
潮
小
・
グ
リ
ー
ン
＆

　
　
　
　
　
　
エ
コ
活
動

南側管理棟より
撮影した現場状況
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ち 

と 

一 

言 
 
 

　

毎
日
の
よ
う
に
、
元
気
な
子

供
た
ち
が
工
場
見
学
に
や
っ

て
く
る
。
管
内
の
小
学
四
年
生

を
対
象
に
学
校
教
育
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
‥
‥
う

ち
の
息
子
も
四
年
生
だ
。
た
し

か
、
学
校
の
授
業
で
習
う
と

い
っ
て
い
た
の
で
、
教
科
書
を

み
て
み
た
。
第
一
工
場
と
同
じ

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
ご
み
焼
却

施
設
が
載
っ
て
い
た
が
、
内
容

が
け
っ
こ
う
難
し
い
。
排
ガ
ス

処
理
設
備
や
発
電
設
備
に
い
た

る
ま
で
、
細
か
い
説
明
が
さ
れ

て
い
た
。私
が
小
学
生
の
と
き
、

ご
み
焼
却
施
設
の
勉
強
っ
て
し

た
っ
け
？
今
は
、
重
要
度
が
高

い
と
い
う
こ
と
か
。（
た
）

平成26年4月～6月実績値

統 計 デ ー タ

※熱供給量 Ｇ（ギガ）＝10億の単位
      1Ｊ（ジュール）≒0.24　（カロリー） 

■ 可燃ごみ搬入量（前年度対比）

26年度

25年度

62,432t （99.4%） 

62,834t 

■ 堆肥化施設搬入量（前年度対比）
※平成24年度から、放射能汚染による枝・草受入れ
　中止のため掲載していません

■ し尿搬入量（前年度対比）

26年度

25年度

21,338kl （98.4%） 

21,685kl 

■ 売払電力量（前年度対比）

26年度

25年度

22,269,720kWh （106.6%） 

20,899,296kWh 

■ 熱供給量（前年度対比）

26年度

25年度

2,589GJ （87.8%） 

2,948GJ 

（
平
成
26
年
６
月
１
日
現
在
︶

管
内
人
口

管
内
人
口

松伏町 

越谷市 
吉川市 

草加市 

八潮市 

三郷市 

人　口（人）前年同月比（人） 世帯数（世帯）
越谷市 332,979 1,954 142,032
草加市 245,010 885 109,153
八潮市 85,152 721 36,788
三郷市 136,062 877 58,098
吉川市 69,180 868 27,018
松伏町 30,685 △ 261 11,585
合　計 899,068 5,044 384,674

放
射
性
物
質
濃
度
測
定
結
果
に
つ
い
て

　

第
一
工
場
ご
み
処
理
施
設
と
、
最
終
処
分
場
に
お
け
る
放
射
性
物
質

濃
度
の
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

■放射性物質濃度測定結果

採取日
　　　　　　　第一工場ごみ処理施設

飛　灰 主　灰 焼却残渣 溶融スラグ 放流水
H26.4.17 680 206 138 56 不検出
H26.5.15 660 147 112 35 不検出
H26.6.12 460 142 139 19 不検出
※環境省の定める埋立て処分可能な飛灰の放射性セシウム濃度は 8,000 ベクレル /kg 以下です。

測定結果の詳細につきましては、施設の担当課に問い合わせてください。
【問合せ先】
●第一工場ごみ処理施設：資源エネルギー課　☎048-966-0123
●最終処分場：資源リサイクル課　☎048-966-0124

採取日
最終処分場

地下水上流 地下水下流 放流水
H26.4.28 不検出 不検出 不検出
H26.5.13 不検出 不検出 不検出
H26.6.12 不検出 不検出 不検出

　新しいデザインのリユースオリジナルエコ
バッグ、販売開始しました。
　すでにたくさんの方にご購入・ご利用いた
だいており、厚手で使いやすいと好評です。
　色はサーモンピンクとアクアグリーンの2
色ご用意。
　マイバッグのお買い物でレジ袋を削減しま
しょう。
◆販売価格／１枚400円
◆大きさ／タテ36㎝×ヨコ46㎝×底マチ　
　　　　14㎝、ハンドル（ひも）60㎝
◆販売場所／第一工場事務所
◆受付・問合せ先／
　計画課　☎048-966-0121

オリジナルエコバッグ
大好評販売中!

『こしがや田んぼアート2014』

ライトアップのお知らせ
　第一工場のライトアップを、日
曜展望台公開前日などに行ってい
ます。夜空にそびえる幻想的な姿
をお楽しみください

実施月日（時間）

7/27・8/13〜8/16・
9/27※

（夜９時まで）
※9月のみ第3日曜日の展望台公

開が第4週の9/28に変更とな
ります。ご注意ください。

　今年で5回目となる『こしがや田んぼアート』が始動しました。今年の絵柄は、30周年を迎える南越谷
阿波踊りです。5月25日（日）に170人が参加して、リユース第一工場西側増森地内の田んぼで田植えが
行われました。子どもたちも大人と一緒に全身泥だらけにして、楽しんでいました。
　リユースの展望台は田んぼアートをご覧いただく絶好のロケーションです。通常展望台の公開は平日と
第3日曜日のみですが、7月〜8月は、下記の日程で特別公開します。この機会にぜひお越しください。

越谷市観光協会（事務局）☎048-971-9002こしがや田んぼアート2014に関するお問い合わせ

イメージ図 田植え

●通常公開日：月曜日～金曜日（祝祭日除く）／  第３日曜日
●受付時間：午前9時30分から午後3時30分（公開は午後4時まで）
◆今後の特別公開日程　7/20・7/27・8/3・8/9(土)・8/17・8/24・8/31

夏休み親子スクール参加者募集
　小学生と保護者を対象に、ごみ・リサイクル・環境問題のお話と工場見学を実施します。
夏休みの自由研究のひとつとして、ぜひ親子でご参加ください。

◆日　　時　平成26年7月30日（水）午前9時30分～11時30分
◆開催場所　東埼玉資源環境組合　第一工場　（越谷市増林三丁目２番地１）
◆内　　容　子ども向けのごみと環境問題のお話、第一工場の施設見学
◆講　　師　埼玉県環境部資源循環推進課　職員
◆定　　員　120人、管内５市１町
　　　　　 （越谷市・草加市・八潮市・三郷市・吉川市・松伏町）
　　　　　　在住の小学生と保護者
◆参 加 費　無料
◆申込方法　7月18日（金）午前8時30分から電話で計画課へお申し込みください。
　　　　　　☎048-966-0121（定員になり次第締め切ります）
◆交　　通　駐車場あり。
  　　　　　受付順に55人まで送迎バスをご利用いただけますので、ご希望の方

は申込時に予約してください。ＪＲ越谷レイクタウン駅北口のロー
タリーを午前９時に出発します。

◆保　　育　スクール開催時間中、 ２歳から就学前のお子さんをお預かりしま
す。希望される方は申込時に申請してください。

◆そ の 他　筆記用具をお持ちください。写真撮影可能です。

前回の様子

（単位：ベクレル／kg・放流水ベクレル／ℓ）

（単位：ベクレル／ℓ）

見頃は
7月中

東埼玉資源環境組合

組合では、毎月第３日曜日も展望台公開を実施しています。公開日は7月20日、8月17日、9月28日（9月のみ都合により第４日曜日）です。
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